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■支援の背景
　林業において、伐採された木は枝葉を切り落とし、所定の長さに切った丸太の状態に加工さ
れ、製材業者（丸太を板や角材に加工する業者）に売り出されます。丸太の価格は、樹種や直径
等により決まるため、直径を計測する必要がありますが、従来は輪尺と呼ばれる大きなノギスの
ような道具で、積み上げられた丸太の一本一本の直径を計測しており、大変な労力がかかってい
ました。北海道大学では、丸太の直径の計測を画像解析により自動で行うことで労力を低減する
ためのシステム開発を行ってきましたが、計測精度の向上が課題となっていました。
　本技術支援では、機械学習による画像解析を用い丸太の断面領域を高精度に検出することで、
計測精度の向上を支援しました。

■支援の要点
１．機械学習による丸太断面領域の検出
２．少ない画像からの学習
３．土場に積み上げられた丸太画像を用いた断面領域検出実験

■支援の成果
１．機械学習により丸太画像から断面領域を検出する技術を開発しました。
２．データ拡張技術により画像を拡大・縮小等を行うことにより、学習データの量を増やし、少
ない画像から機械学習を行えることを確認しました。
３．土場で撮影した丸太画像を用いて、木材断面領域検出が可能であることを確認しました。
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丸太画像と拡大・縮小、並進とで増幅した学習用画像      断面領域検出結果 

・・・ 


